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「今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会」

これまでの議論の整理と今後の検討の方向性（論点整理）から
（抜粋）

Ⅵ 精神疾患に関する理解の深化（普及啓発）に関する今
後の検討の方向

１．検討の基本的方向性
○ 精神疾患に関する理解の深化（普及啓発）については、効果
的な普及啓発の実施が、本人や周囲の正しい理解や行動を促
し早期対応につなげられるという側面と精神障害者の地域生活
への移行を円滑にするという側面を有することや、地域生活へ
の移行の推進により精神障害者と触れ合う機会を増やすことが
更なる普及啓発につながるという側面を有することを踏まえつ
つ、精神疾患の早期発見・早期対応による重症化の防止を図
ることを念頭に置いて、今後の具体的な普及啓発方策について
検討を行ってはどうか。
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「今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会」
これまでの議論の整理と今後の検討の方向性（論点整理）から
２．個別の論点

○ 「こころのバリアフリー宣言」のような国民一般を広く対象とする普及
啓発から、疾患や年代、対象者といったターゲットを明確化した普及
啓発に重点を移していくことについて検討すべきではないか。あわせ
て、ターゲットに応じた効果的な普及啓発の手法や普及啓発の実施
主体等についても、検討を行うべきではないか。

○ 早期対応の観点からの普及啓発については、学齢期等の若者とそ
れを取り巻く者を重要なターゲットとして位置付け、学校教育分野との
連携や必要なサービスの確保を図りつつ、重点的に行うことについて
検討すべきではないか。

○ 疾患によるターゲットについては、精神疾患に関する理解度が疾患
によって大きく異なり、統合失調症に関する理解が遅れていることを
踏まえ、統合失調症に関する理解の進展を目標の1つとして、重点的
に普及啓発を行うことについて検討すべきではないか。

○ また、地域移行を円滑にする観点からの普及啓発についても、行政
自らが関係者間の調整に当たることを含めその効果的な方策につい
て引き続き検討してはどうか。

○ 上記の検討にあわせて、普及啓発の効果を適切に評価するための
指標についても検討すべきではないか。



○ 「こころのバリアフリー宣言」のような国民一般を広く対象とする普及啓発から、
疾患や年代、対象者といったターゲットを明確化した普及啓発に重点を移していく
べきではないか。
○早期発見・早期支援の観点から、学童期等の若年層とそれを取り巻く者を対象
として、精神疾患の発症早期に適切に相談支援や診療を受けられるために、学校
教育分野との連携や必要なサービスの確保を図りつつ、適切なメッセージと媒体
による普及啓発を行ってはどうか。
○精神疾患の新聞報道に関する調査において、犯罪や事件と関連付けて報道さ
れる傾向、予防や調査・研究に関する報道が少ない傾向を踏まえ、下記情報源を
活用しつつ、報道関係者に向けたものを含め、治療法、支援策や研究成果等に
ついての情報発信を充実させるべきではないか。
○精神疾患とりわけ統合失調症の正しい理解を医療関係者や社会的影響力の
強い者も含め各層に促すため、対象に応じた普及啓発における基礎情報とする
ために、他の疾患・領域を参考にしつつ、インターネット等で正確で分かりやすい
疾患の情報等を提供できる情報源の整備を検討してはどうか。
○地域移行を円滑にする観点からの普及啓発については、上記の取り組みを進
めることに加え、地域移行を着実に実施するとともに、当事者の視点を重視した
啓発や当事者とふれ合う機会の充実などを図ってはどうか。
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検討の方向【第１６回検討会資料より】


